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～文教のまち西原～

町の世帯・人口 平成27年1月30日現在町の世帯・人口 平成27年1月30日現在

人 口
男
女
計

世帯数

17,613人
17,531人
35,144人
13,735世帯

特定健診の受診状況　
受診率 29.5 ％
平成26年度受診率目標 45.0 ％
目標まであと 1,017 人

（平成27年1月末日現在）

■ 尚円王山原巡り
■ 伊是名村の史劇  尚円王を上演
■ 住民票の異動（変更）届について
■ パスポート申請窓口を開設します
■ 国民健康保険証の切替
■ 特定健診受診期限せまる！！
■ 地域で守ろう！みんなで防ごう！高齢者虐待
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■ 国勢調査2015の実施について
■ 西原町生涯学習フェスティバル
■ 西原南幼稚園が変わります
■ 病後児保育事業
■ ファミリーサポートセンター
■ 町税納付のお願い
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　与那原町で発生した交通事故の現場に偶然居合わせ、救命処
置を行って尊い命を救ったとして、2月9日に東部消防組合から
石川初美さん（字小波津在）へ表彰状と記念品が贈られました。
　石川さんは、1月にマリンプラザ東浜（与那原町）の駐車場の
横断歩道を通行中、ドンという大きな音を聞いたそうです。音
のした方向を見ると、停車する自動車の脇に横たわっているお

年寄りを発見。自動車と横断者の接触事故で、お年寄りは路上に頭部を強打していました。
　すぐさま石川さんともう一人の女性がお年寄りに駆け寄ると、石川さんは女性に通報を依頼。電話で救急車を呼
びました。石川さんからお願いを受けた別の男性は、すぐにAEDを探して持ってきました。
　石川さんがお年寄りのようすを確認しましたが、脈はなく、呼吸は今にも止まりそうな状態でした。すぐに呼吸の
気道を確保して、胸骨圧迫（心臓マッサージ）を施しました。その間、女性と二人でお年寄りへの呼びかけを続けまし
た。また別の男の人は、胸骨圧迫（心臓マッサージ）を石川さんと交代で行いました。そこでは命を救うための何人も
の連携がつながっていったのです。
　数分で脈の回復を確認すると、6、7人がかりでお年寄りを歩道へ運び、AEDを装着。救急車が到着して救急隊に引
き渡すまで、救命処置と経過の観察が続けられました。
　石川さんは35年の病院勤務の経験があり、3年前に退職したときは救急室で活躍していました。現在は修学旅行
に帯同する「ツアーナース」として活動しています。その経験が、今回の救急救命で大いに生かされました。「その場
にいた方が何人も協力してくれて、心臓マッサージに専念できた。いろんな人が積極的に、怖がらずに関わってくれ
たのが本当によかった」と、尊い命を救った“救命のリレー”を振り返りました。また、病院に運ばれた傷病者は順調
に回復し、現在はリハビリも始めているとの報告を受け、石川さんはほっとした表情を浮かべていました。
　嘉手苅右和消防長は｢石川さんの的確な対応とまわりへの指示があったのがよかった。石川さんとお年寄りとの
命をつなぐリレーがあったからこそ、助けることができた｣と感謝を述べました。
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▲消防職員が勢ぞろいで、
　石川さん(座っている右側)へ感謝を伝えました
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　平成26年度のしまくとぅば継承・推進事業の一環として、子ども

しまくとぅば講座とうちなー芝居講座の受講生の発表会が、2月1

日にさわふじ未来ホールで開催されました。

　この発表会は、日々の生活でしまくとぅばやうちなー口を聞い

たり話したりする機会が減少する中、沖縄独自の文化であるしま

くとぅばを推進し、継承することを目的に実施された事業です。第

1部の子どもしまくとぅば講座の発表では、小学1年生から6年生ま

で9名の児童がしまくとぅばで童話や語りに挑戦。出演した児童は

練習を重ねてきたしまくとぅばを堂々と披露しました。

　また、うちなー芝居講座の受講生が出演して、うちなー芝居の「仲直り三良小」と喜劇「奉る～年の夜～」

を上演しました。「奉る～年の夜～」では出演者がステージを所狭しと動き回って物語をコミカルに演じ、

会場が爆笑に包まれました。

　第2部では、劇団花道がうちなー芝居の「あむとぅぬしちゃ～輝け老人パワー～」を上演しました。この芝

居には小学生から大人まで12名の町民が参加し、プロの劇に挑戦しました。

なかなおり さんらーぐゎー たてまつ とぅしぬ ゆる

たてまつ とぅしぬ ゆる

子どもしまくとぅば講座の成果発表を
したみなさん

「仲直り三良小」(左)と「奉る～年の夜～」(右)のワンシーン
町民も参加したうちなー芝居
「あむとぅぬしちゃ～輝け老人パワー～」

うちなー芝居に挑戦！しまくとぅばの推進と継承を図るうちなー芝居に挑戦！しまくとぅばの推進と継承を図るうちなー芝居に挑戦！しまくとぅばの推進と継承を図る

か   で かるゆうかず


